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最終学歴 東北大学大学院文学研究科社会学部専攻行動科学専攻分野博士課程前期二年の課程

取得学位 修士(文学)

所属学会 日本社会心理学会、シミュレーション＆ゲーミング学会

専門分野 社会心理学、社会意識論

研究課題 民族集団間の社会的関係に関する研究、地域ブランド手法による地域活性化の研究

授業科目

学部担当科目

社会統計学I 
国際社会学 
社会調査実習(二) 
演習I(六) 
演習II(六) 
演習III(六) 
演習IV(六)

大学院修士課程 
担当科目 

(博士前期課程含)

大学院博士後期課程 
担当科目

通信教育部担当科目

【研究上の特記事項】
(1) 奈良県生駒郡斑鳩町における徒歩生活圏の再構築に関する調査研究を実施 
(2) 文化安全保障と農業政策の再構築に関する調査研究を実施 
(3) 第6次産業振興に関する調査研究を実施

【教育上の特記事項】
(1) 企業・自治体・NPO法人・社会福祉法人との社会連携による教育システムの構築 
(2) iOS端末を用いた教育システムで使用するアプリケーションの開発 
(3) 奈良県生駒郡斑鳩町におけるPBL実践

【社会的活動】 (1) 奈良県生駒郡斑鳩町都市計画審議会委員

【学内活動】 
(学内職歴を含む)

(1) 就職委員会委員 
(2) 社会学部実習室管理委員会委員 
(3) FD委員会委員 
(4) 社会調査士カリキュラム検討委員
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概 要

(著書)

①

②

③

④

⑤

(学術論文)

①地域コミュニティにおけ
る集団内関係志向的認知と
集合効力感および参加協力
意図との関連: 奈良市におけ
る質問紙調査

共著 2013年11月 社会心理学研究29(2)

集合効力感は地域コミュニティの
集合行動の規定因になることが先
行研究で示されてきた。集合効力
感を高める要因としては、地域住
民の社会的結びつきの行動面に関
心が集められてきた一方で、社会
的結びつきの認知面の効果の検討
は明らかにされていなかった。本
研究では社会的結びつきの認知面
に集団内関係志向(Yuki, 2003)の
概念を適用し、集合効力感に対す
る影響と、住民がまちづくりに参
加協力しようとする意図を規定す
る要因としての集合効力感の効果
を検証した。奈良市住民500名を
無作為抽出し郵送による質問紙調
査をおこなった。まず相関分析の
結果、参加協力意図と、集合効力
感、集団内関係志向的認知、社会
的結びつきの行動との正の相関が
有意となった。次にパス解析をし
たところ、参加協力意図に対して
主に集合効力感が直接の規定因と
なり、集合効力感は集団内関係志
向的認知から直接の影響を受ける
ことが示された。



②論考: 都市と農山漁村の文
化的ハイブリッドによるコ
ミュニティ再生

単著 2014年3月 奈良大学紀要42

本稿は、現在の日本社会が抱えて
いる社会的な問題のうち、特に都
市におけるコミュニティの喪失と
その影響について着目し、その問
題を解決するためのアプローチと
して「ある社会が持つ問題解決方
略の集大成」としての「文化」が
果たす役割を論じたものである。
都市文化におけるコミュニティの
喪失は必然的な帰結である。しか
しながらそれによって発生した問
題を解決する機能を都市文化は持
っていない。そこで、その機能を
農山漁村文化から導入するための
方法論として、都市部に農山村的
な社会構造を導入することを検討
する。具体的には、産業としての
農林水産業の導入と、産業として
ではない地域的アソシエーション
としての導入である。特に農業(農
耕)について検討し、都市部におけ
る耕作放棄地の問題とその活用、
および耕作地拡大による生産高の
増加による経済的な問題を、農産
物の食料以外での活用する方向性
について示した。
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